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ご
あ
い
さ
つ

河
北
町
長  　

森
谷　

俊
雄

　

　

河
北
町
は
、山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、山
形

空
港
を
表
玄
関
と
し
、東
北
中
央
自
動
車
道
東
根
Ｉ

Ｃ
、東
根
北
Ｉ
Ｃ
、山
形
自
動
車
道
寒
河
江
Ｉ
Ｃ
、山

形
新
幹
線
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅
か
ら
は
車
で
10
〜
15

分
に
立
地
す
る「
山
形
県
の
玄
関
口
の
町
」で
す
。

　

万
年
雪
を
抱
く
月
山
や
、雄
大
な
朝
日
岳
、樹
氷
で

有
名
な
蔵
王
を
遠
く
に
望
み
な
が
ら
、山
形
県
の
母

な
る
川「
最
上
川
」と
、清
流「
寒
河
江
川
」に
囲
ま
れ

た
風
光
明
媚
な
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
花「
紅
花
」は
室
町
時
代
の
昔
か
ら
盛
ん
に
栽

培
さ
れ
、江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
紅
花

の
集
散
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。紅
花
を
上
方
に
運

ん
だ
船
は
、帰
り
荷
と
し
て
多
く
の
優
れ
た
上
方
文

化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。雅
や
か
な
雛
や
紅
花
染
め

の
衣
装
を
纏
っ
て
舞
う
舞
楽
な
ど
の
文
化
遺
産
が
今

も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、平
成
30
年
度
に
は
、文
化
庁

が
認
定
す
る
日
本
遺
産「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」

に
本
町
の
紅
花
資
料
館
や
享
保
内
裏
雛
を
は
じ
め
と

す
る
雛
人
形
、林
家
舞
楽
な
ど
が
構
成
文
化
財
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
本
町
に
は
、お
い
し
い
お
米
や
牛
肉
、さ
く
ら

ん
ぼ
を
は
じ
め
と
す
る
果
物
、秘
伝
豆
、長
芋
、イ
タ

リ
ア
野
菜
な
ど
多
彩
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
、美
味

し
い
日
本
酒
、冷
た
い
肉
そ
ば
、ソ
ー
ス
か
つ
丼
な
ど

の
豊
か
な
食
文
化
や
ス
リ
ッ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
特

産
品
が
、全
国
へ
海
外
へ
と
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
の
玄
関
口
と
し
て
、先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
、

育
み
、築
き
上
げ
て
き
た
文
化
や
地
域
の
宝
・
魅
力
を

磨
き
続
け
な
が
ら
、人
と
企
業
を
呼
び
込
み
、魅
力
あ

る
雇
用
と
仕
事
を
興
し
、活
力
と
安
心
、に

ぎ賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
創
意
と
力
を
結
集
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、本
町
の
姿
を
収
録
し
、要
覧
と
し
て
発
刊

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。何
卒
ご
活
用
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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人づくりと農・商・工・観光や
文化・スポーツの垣根を越え
た仕事おこしを支援し、食と
文化・観光を起点として産業
振興を図ります。
　豊穣なる大地をもつ本町の農業で
は、恵まれた土地条件や、清流「寒河
江川」の基幹水利事業により、安定し
た稲作が行われています。一方で、農
業従事者の高齢化、後継者不足など
の問題も深刻化してきているため、新
規就農者の支援や、就農研修生の受
け入れを通して、農業後継者を育成す
る活動にも力を入れています。また、
さくらんぼや枝豆、イタリア野菜など
戦略作物を軸として、特色ある農業
の振興に力を入れています。特にイタ
リア野菜の販路拡大として、海外へ目
を向け、売り込みを図っていきます。

高速交通網との近さを活かして、人
を呼び込み、企業を呼び込み、賑わ
いと交流を創出します。
　山形新幹線さくらんぼ東根駅、JR左沢線
寒河江駅から本町までは車で１５分。山形空
港からは１０分。東北中央自動車道東根IC、
東根北ICからは７分と大変高速交通網に恵
まれた町です。このアクセスの良さと豊かな
地域資源を生かし、自然と調和し住みやす
い町、交流が生み出す活力のある町づくりを
進めています。
　移住・定住促進として、新たに賃貸住宅へ
の移住者について支援してまいります。移住
体験ツアーや首都圏でのPR活動に活かしな
がら、定住促進への取組みを強化してまいり
ます。インバウンド交流も活発で、国外から
の観光客も年々増加しています。また本町に
は、谷地工業団地と花ノ木工業団地があり、
活力ある企業が数多く操業しています。

子育て・教育支援の拡充
　福祉・医療・教育の各方面から「オールかほくの子育て
支援」を行っていきます。河北町に愛着と誇りを持ち、将
来にわたり河北町とかかわりを持ち続けられる人づくり、
人材育成に力を入れていきます。
　県立河北病院を中心に民間医療機関との連携を図り
ながら、地域医療体制の充実に取り組みます。
　高校３年生までの医療費の無償化や小中学校の給食
費の軽減、高校生等のバス通学の支援を行っていきます。

災害への備え
　洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマッ
プを作成し、避難・減災に役立てていきます。
　防災無線放送のほかの情報伝達手段の複
線化に取り組んでいきます。
　また、要支援者施設からの避難についての
計画策定を支援していきます。

町内各層の連携協力によるオールかほくの子育て支援、要支援者に寄り添った福祉サー
ビスの提供、町民・地域に寄り添った防災・減災や生活環境の安全を確保していきます。

行政施策行政施策
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河北町のあゆみ

河北町役場旧庁舎

昭和41年　河北橋開通式パレード

平成４年　国民体育大会の卓球会場になった町民体育館

平成19年　地域交流センターどんがホールオープン

平成７年　総合交流センターサハトべに花オープン

新庁舎完成予想図

平成31年　
アンテナショップかほくらしオープン

昭和35年　たくさんの人々でにぎわうひな市

昭和53年　児童動物園リニューアルオープン

平成20年　交流館遊蔵
オープン

平成６年　道の駅河北ぶらっとぴあ
オープン

河
北
町
誕
生

元
泉
地
区
が
河
北
町
に
編
入

最
上
川
が
増
水　

洪
水
の
被
害
が
１
億
円
を
超
え
る
。

「
町
自
衛
消
防
連
合
団
」が
結
団
式

町
内
12
か
所
に
季
節
保
育
所
を
開
設

町
営
火
葬
場
改
築
の
竣
工
式
を
挙
行

町
の
米
生
産
量
が
20
万
俵
を
突
破
し
、史
上
最
高
を
記
録

溝
延
・
西
里
・
北
谷
地
の
役
場
出
張
所
及
び
元
泉
連
絡
所

を
廃
止
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
と
す
る
。

役
場
新
庁
舎
完
成　

９
月
４
日
か
ら
業
務
開
始

町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
及
び
新
庁
舎
落
成
式
を
挙
行

児
童
会
館
落
成
式
と
図
書
館
創
設
50
周
年
記
念
式
を
挙
行

「
河
北
橋
」開
通　

県
営
渡
船
場
廃
止

集
中
豪
雨
で
大
正
２
年
以
来
の
洪
水
と
な
る
。

溝
延
橋
が
竣
工
し
、寒
河
江
川
の
県
営
渡
船
場
を
廃
止

「
河
北
町
外
三
市
一
町
共
立
伝
染
病
院
」新
築
落
成
式
を
挙
行

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー「
河
北
荘
」オ
ー
プ
ン

新
吉
田
渡
船
場
を
廃
止

河
北
町
・
寒
河
江
市
・
天
童
市
が
村
山
広
域
水
道
に
加
入

産
業
会
館（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）の
落
成
式
を
挙
行

「
河
北
公
園
」「
町
民
プ
ー
ル
」が
完
成
、「
谷
地
保
育
所
」落
成
式
を
挙
行

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
を
挙
行

谷
地
中
央
商
店
街
協
同
組
合
の
ア
ー
ケ
ー
ド
落
成
式
を
挙
行

町
内
の
小
学
校
で
米
飯
給
食
開
始（
週
２
回
）

谷
地
駅
が
姿
を
消
す
。

「
河
北
中
学
校
」が
開
校

「
谷
地
橋
」が
完
成
し
、渡
り
初
め
開
通
式
を
挙
行

公
共
下
水
道
工
事
始
ま
る
。

「
町
民
体
育
館
」完
成　

開
館
式
を
挙
行

河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場「
妙
光
苑
」が
新
吉
田
に
完
成

「
紅
花
資
料
館
」が
開
館

青
年
会
議
所
が
台
湾
か
ら
購
入
し
た「
い
も
こ
列
車
」が
到
着
、

河
北
中
央
公
園
で
披
露

「
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン

「
町
民
ゴ
ル
フ
場
」が
オ
ー
プ
ン

徳
島
県
藍
住
町
と
友
好
都
市
を
締
結

「
べ
に
ば
は
国
体
」の
卓
球
競
技（
成
年
部
）開
催

道
の
駅
・
河
北「
ぶ
ら
っ
と
ぴ
あ
」が
オ
ー
プ
ン

町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー「
サ
ハ
ト
べ
に
花
」の
落
成
式
を
挙
行

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
完
成

町
民
ふ
れ
あ
い
交
流
館「
べ
に
花
温
泉
ひ
な
の
湯
」が
オ
ー
プ
ン

宮
城
県
河
北
町
と
の
友
好
都
市
締
結
式
を
挙
行

河
北
中
カ
ヌ
ー
部
が
、全
国
大
会
で
８
種
目
中
４
種
目
で
優
勝

「
全
国
高
校
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
」で
、谷
地
高
校
が
２
年
連
続
５
度
目
の
優
勝

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

中
学
校
の
お
か
ず
給
食
開
始

河
北
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ど
ん
が
ホ
ー
ル
」の
落
成
式
を
挙
行

河
北
町
交
流
館「
遊
蔵
」の
落
成
式
を
挙
行

「
河
北
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」落
成
式
を
挙
行

体
験
型
滞
在
施
設「
ひ
な
の
宿
」が
オ
ー
プ
ン

大
塚
文
雄
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。町
内
全
域
で
丸
一
日
以
上
の
停
電
と
な
る
。

「
か
ほ
く
イ
タ
リ
ア
野
菜
研
究
会
」を
設
立

友
好
都
市
交
流
記
念
事
業「
絆
」開
催

藍
住
町
・
石
巻
市
・
河
北
町
が
さ
ら
な
る
友
好
を
誓
い
合
う
。

３
市
町
間
で
災
害
応
援
協
定
を
締
結

記
録
的
豪
雨
の
影
響
で
、避
難
勧
告
を
発
令
。町
内
全
域
で
断
水

防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催

町
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
べ
に
の
す
け
」誕
生

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
紅
花
資
料
館
を
行
幸
啓
さ
れ
る
。

新
し
い
町
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

紅
花
の
水
耕
栽
培
を
開
始

「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」構
成
文
化
財
と
し
て
紅
花
資
料
館
や

林
家
舞
楽
な
ど
が
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
る
。

河
北
町
商
工
会
が
東
京
都
内（
三
軒
茶
屋
）に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
か
ほ
く
ら
し
」を
オ
ー
プ
ン

新
庁
舎
建
設
工
事
起
工
式
を
挙
行

昭
和
29
年
10
月

昭
和
30
年
12
月

昭
和
31
年
７
月

昭
和
32
年
３
月

昭
和
33
年
６
月

昭
和
35
年
８
月

昭
和
36
年
12
月

昭
和
39
年
４
月

昭
和
40
年
８
月

９
月

昭
和
41
年
９
月

11
月

昭
和
42
年
８
月

昭
和
43
年
12
月

昭
和
44
年
６
月

昭
和
45
年
９
月

昭
和
46
年
４
月

昭
和
47
年
６
月

昭
和
48
年
５
月

昭
和
49
年
３
月

９
月

昭
和
51
年
６
月

昭
和
52
年
４
月

昭
和
53
年
９
月

昭
和
54
年
４
月

11
月

昭
和
55
年
４
月

昭
和
56
年
９
月

昭
和
57
年
４
月

昭
和
59
年
５
月

昭
和
63
年
10
月

平
成
元
年
４
月

平
成
２
年
８
月

平
成
３
年
７
月

平
成
４
年
10
月

平
成
６
年
４
月

平
成
７
年
６
月

平
成
９
年
６
月

平
成
11
年
６
月

平
成
13
年
１
月

平
成
14
年
７
月

平
成
14
年
８
月

平
成
16
年
10
月

平
成
18
年
４
月

平
成
19
年
６
月

平
成
20
年
５
月

平
成
21
年
４
月

平
成
22
年
10
月

平
成
22
年
11
月

平
成
23
年
３
月

平
成
24
年
４
月

平
成
24
年
８
月

平
成
25
年
７
月

平
成
26
年
４
月

10
月

平
成
27
年
６
月

平
成
28
年
６
月

平
成
29
年
５
月

平
成
30
年
５
月

平
成
31
年
１
月

令
和
元
年
８
月

１
９
５
４
年

１
９
５
５
年

１
９
５
６
年

１
９
５
７
年

１
９
５
８
年

１
９
６
０
年

１
９
６
１
年

１
９
６
４
年

１
９
６
５
年

１
９
６
６
年

１
９
６
７
年

１
９
６
８
年

１
９
６
９
年

１
９
７
０
年

１
９
７
１
年

１
９
７
２
年

１
９
７
３
年

１
９
７
４
年

１
９
７
６
年

１
９
７
７
年

１
９
７
８
年

１
９
７
９
年

１
９
８
０
年

１
９
８
１
年

１
９
８
２
年

１
９
８
４
年

１
９
８
８
年

１
９
８
９
年

１
９
９
０
年

１
９
９
１
年

１
９
９
２
年

１
９
９
４
年

１
９
９
５
年

１
９
９
７
年

１
９
９
９
年

２
０
０
１
年

２
０
０
２
年

２
０
０
４
年

２
０
０
６
年

２
０
０
７
年

２
０
０
８
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

２
０
１
２
年

２
０
１
２
年

２
０
１
３
年

２
０
１
４
年

２
０
１
５
年

２
０
１
６
年

２
０
１
７
年

２
０
１
８
年

２
０
１
９
年
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水戸線水戸線

上
越
新
幹
線

上
越
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道
東
北
新
幹
線

東
北
新
幹
線

山形新幹線山形新幹線

会津若松会津若松

新庄新庄

山形山形

福島福島

陸
羽
東
線

陸
羽
東
線

さくらんぼ
東根
さくらんぼ
東根

秋
田
新
幹
線

秋
田
新
幹
線

磐
越
西
線

磐
越
西
線

仙山線仙山線

奥
羽
本
線

奥
羽
本
線

羽
越
本
線

羽
越
本
線

山形自動車道山形自動車道

陸
羽
西
線

陸
羽
西
線

米沢米沢

郡山郡山

名古屋名古屋

仙台仙台

古川古川

至東京至東京東京東京 至水戸至水戸

札幌札幌

大阪大阪

新函館北斗新函館北斗

青森青森
新青森新青森

八戸八戸

盛岡盛岡
秋
田
秋
田 大

曲
大
曲

酒
田
酒
田

鶴
岡
鶴
岡

新潟新潟

山
形
空
港

山
形
空
港

【河北町の位置】
東経140度19分　
北緯38度25分　
標高90.28ｍ
面積　52.45平方キロメートル
　　　（東西８ｋｍ、南北11ｋｍ）

　河北町は、山形県のほぼ中央にあって、
万年雪を抱く月山や、雄大な朝日岳、さらに
は、樹氷で有名な蔵王を遠くに望みなが
ら、山形県の母なる川「最上川」と清流「寒
河江川」に囲まれた、風光明媚な環境の中
にあります。
　山形空港（おいしい山形空港）を表玄関
とし、山形新幹線さくらんぼ東根駅、山形
自動車道寒河江インターチェンジからは車
で15分の距離にあり、東北中央自動車道
東根インターチェンジからは、わずか７分の
ところです。

【人　口】18,349人
【世　帯】6,274世帯
※令和２年１月31日現在

【河北町民憲章】

私たちは最上川にはぐくまれ
べに花と米で栄えた河北町民です

１　歴史と伝統を尊び
　　文化のまちをつくります

１　きれいな水と緑豊かな
　　美しいまちをつくります

１　心とからだをきたえ
　　明るいまちをつくります

１　きまりをまもり
　　住みよいまちをつくります

１　働くことに誇りをもち
　　生きいきとしたまちをつくります

（昭和55年11月３日制定）

【町　章】
（昭和32年９月制定）

【町の木　さくらんぼ】
（平成16年10月1日制定）

【町の花　紅花】
（昭和55年11月3日制定）

山形県
東根市

宮城県
石巻市

徳島県
藍住町

愛知県
豊山町

河北町公式マスコット
キャラクター
べにのすけ

【災害相互応援協定】

【友好都市】

徳島県 藍住町
平成３年７月（1991年）締結

宮城県 石巻市
平成18年１月（2006年）締結

【シンボルマーク】
（昭和55年11月３日制定）

河　
　

北　
　

町

お
い
し
い

山
形
空
港

大阪（伊丹）

名古屋（小牧）

飛行機
約75分

東　京
山形JCＴ 東根IC

自動車 東京から東根ICまで約４時間30分

東北自動車道
東北中央自動車道

寒河江IC山形自動車道

7分

約65分
タクシー 10分

山
形
駅

村
田
J
C
Ｔ

東京駅

仙台駅

寒河江駅

さくらんぼ東根駅

J　R 所要時間は目安となります

山形新幹線　約３時間

仙山線／奥羽本線　約1時間30分

25分

30分

タクシー 15分　　　　バス 20分

仙台駅 さくらんぼ東根駅

バ　ス 所要時間は目安となります

国道48号　特急48ライナー　約1時間10分 タクシー 15分　　　　バス 20分

タクシー 15分　　　　バス 20分

東京（羽田） 約60分

札幌（新千歳） 約60分

287

１
．
み
ち
の
く

さ
ん 

が
山
河　

は
る春

の
い
ろ色

　
　

ま
ち街

は
に
ぎ賑

わ
う　
　

ひ
な雛

の
い
ち市

　
　

く
ら蔵

の  

ざ 

し
き

座
敷
に　
　

  
こ 
だ
い
び
な

古
代
雛

　
　

は
は母

な
る  

も　

が　

み

最
上
川　

と
う
と
う

滔
滔
と

　
　

  

し 

ぜ
ん
ゆ
た

自
然
豊
か
な　
　

か
ほ
く
ち
ょ
う

河
北
町

２
．

あ
さ
ぎ
り

朝
霧
に  

つ摘
む　
　

べ
に紅

の
は
な花

　
　

お
う  

じ
往
事
を

か
た語

る　
　

し
り
ょ
う
か
ん

資
料
館

　
　

べ
に
ば
な
ぞ
め

紅
花
染
の　
　
　

み
や雅

び
と
て

　
　

ふ
る旧

き
や
し
き邸

の　
　
　

よ
み
が
え
る

　
　

れ
き  

し
歴
史
の

か
お馨

る　
　

か
ほ
く
ち
ょ
う

河
北
町

３
．
べ
に

ば
な花

の
さ
と里　

　
か
り雁

わ
た
る

　
　

い
に
し古

え
か
ら
の　
　

で
ん
と
う

伝
統
と

　
　

ど
ん
が

ま
つ
り祭

に　
　

ま
ち  

わ
町
沸
き
て

　
　

  

ぶ 

が
く

舞
楽
の

ま
い舞

に　
　

ひ
と
つ
ど

人
集
う

　
　

ぶ
ん  

か  

け  

だ
か

文
化
気
高
き　
　

か
ほ
く
ち
ょ
う

河
北
町

河北町の概要

河北町

「
河
北
町
民
歌
」

「
河
北
町
民
歌
」

「
河
北
町
民
歌
」
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と
こ
ろ
で
、雛
飾
り
の
最
上
段
に

飾
っ
て
あ
る
男
雛
と
女
雛
、向
か
っ

て
右
に
飾
る
の
は
男
雛
と
女
雛
の

ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
い
て
言
う
な
ら
ば

ど
ち
ら
も
正
解
で
、京
雛
は
向
か
っ

て
右
が
男
雛
、関
東
雛
は
向
か
っ
て

右
が
女
雛
と
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、京
都
か
ら
伝

わ
っ
た
谷
地
の
雛
人
形
は
向
か
っ

て
右
に
男
雛
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雛
人
形
へ
の
お
供
え
物
も
地
域

独
自
の
も
の
で
す
。春
告
げ
魚
の

に
し
ん鰊
、 

た
に
し

田
螺
、と
こ
ろ

野
老（
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の

植
物
で
根
を
食
用
と
し
ま
す
）、ア

サ
ツ
キ
、 

く
わ
い

慈
姑
、鶏
卵
、岩
海
苔
の
巻

き
ず
し
を
お
供
え
し
、毎
日
新
し
い

も
の
に
供
え
替
え
を
行
い
ま
す
。

◆
雛
人
形
の
歴
史
・
伝
統

　

河
北
町
に
は
た
く
さ
ん
の
雛
人
形

が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
理
由
は
、北
前
船
で
の
紅
花
交
易

の
返
り
荷
と
し
て
京
都
か
ら
伝
わ
っ

た
か
ら
で
す
。雛
人
形
に
は
立
雛
や

寛
永
雛
、元
禄
雛
、享
保
雛
、古
今
雛
、

有
職
雛
、稚
児
雛
、親
王
雛
、芥
子
雛

な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も

享
保
内
裏
雛
、次
郎
左
衛
門 

置
上
げ

立
雛
、御
所
人
形
、か
ら
く
り
人
形
は

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
山
寺
が

支
え
た
紅
花
文
化
」の
構
成
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
谷
地
ひ
な
ま
つ
り

　

谷
地
ひ
な
ま
つ
り
は
、
月
遅
れ
の

４
月
上
旬
に
北
口
通
り
を
中
心
に
行

わ
れ
、「
ひ
な
市
」が
立
ち
ま
す
。

　

５
０
０
年
も
前
か
ら
谷
地
に
は
毎

月
18
も
の
市
が
立
ち
、
大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

谷
地
城
主
白
鳥
十
郎
長
久
公
が
開
い

た
旧
暦
３
月
２
日
の
市
が
ち
ょ
う
ど

雛
の
節
句
に
あ
た
る
も
の
で
、
い
つ

し
か
そ
れ
が
「
節
句
市
」、「
お
ひ
な

市
」と
よ
ば
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

◆
ひ
な
供
養

　

秋
葉
神
社
に
て
古
い
雛
人
形
や
形

代
に
雛
料
理
を
お
供
え
し
、
供
養
を

行
い
ま
す
。雛
の
節
句
は
厄
除
け
の

意
味
を
込
め
た
行
事
で
あ
り
、
供
養

す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
健
康
と
幸
福

を
願
い
ま
す
。

◆
時
代
雛
の
公
開

　

普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い

時
代
雛
を
特
別
に
一
般
公
開
し

ま
す
。旧
家
の
座
敷
蔵
や
大
広

間
で
の
公
開
と
な
り
ま
す
の

で
、建
物
を
含
め
昔
の
文
化
・
雰

囲
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
特
徴
で
す
。美
術
館
や
資

料
館
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、

民
間
の
個
人
宅
で
時
代
雛
を
保

存
し
公
開
す
る
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
す
。京
都
か
ら
の
文
化

を
大
事
に
し
て
い
た
当
時
の

人
々
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
ひ
な
市

　

ひ
な
市
通
り
に
出
店
が
並
び
、雛

人
形
や
雛
節
句
用
の
食
品
、だ
る

ま
、玩
具
、日
用
品
な
ど
が
販
売
さ

れ
ま
す
。

　

ひ
な
市
通
り
は
旧
建
設
省
が
選

出
し
た「
日
本
の
道 

百
選
」の
一
つ

で
す
。蔵
が
多
く
立
ち
並
び
歴
史
的

景
観
が
特
徴
な
の
で
、市
を
楽
し
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

享保雛
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国
内
唯
一
の
紅
花
資
料
館

　

紅
花
資
料
館
は
紅
花
商
人
、堀
米
四
郎

兵
衛
家
の
屋
敷
を
資
料
館
と
し
て
整
備

し
た
施
設
で
す
。堀
米
家
は
代
々
名
主
を

つ
と
め
、江
戸
中
期
よ
り
農
地
の
集
積
を

計
る
と
共
に
、紅
花
商
を
営
み
財
を
な
し

て
き
ま
し
た
。

　

堀
米
家
の
屋
敷
、座
敷
蔵
、御
朱
印
蔵
、

母
屋
、武
者
蔵
、雛
人
形
、紅
花
染
め
衣
装

な
ど
が
日
本
遺
産「
山
寺
が
支
え
た
紅
花

文
化
」の
構
成
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

敷
地
内
に
は
紅
花
畑
も
あ
り
、７
月
上

旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

『
長
屋
門
』　

格
子
片
番
所
付
長
屋
門
で

す
。塀
の
上
壁
は
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
た

紅
殻
を
加
え
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。長

屋
門
は
農
村
で
は
名
主
や
村
役
人
な
ど

上
層
部
の
家
に
し
か
造
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
武
者
蔵
』1　

農
兵
隊
の
武
器
庫
と
し

て
利
用
さ
れ
、大
砲
7
門
や
具
足
な
ど
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。1
8
5
3
年

（
嘉
永
6
年
）建
築
。

『
座
敷
蔵
』2　

江
戸
中
期
頃
の
堀
建
式

の
蔵
で
、後
世
に
座
敷
蔵
へ
と
改
造
さ
れ

河
北
町
と
紅
花
の
あ
ゆ
み

　

山
形
県
で
は
室
町
時
代
よ
り
紅
花

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。特
に

河
北
町
は
江
戸
時
代
の
頃
、最
上
川
舟

運
の
紅
花
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
町

で
す
。特
産
の｢

最
上
紅
花｣

の
花
び
ら

を
紅
餅
に
加
工
し
京
都
へ
送
り
、京
都

の
紅
屋
で
は
真
っ
赤
な
紅
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。紅
は
口
紅
や
染
料
と
し
て
重

宝
し
、そ
の
艶
や
か
な
紅
色
は
女
性
の

憧
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
、海
外
か
ら
の
化
学
染
料

に
お
さ
れ
紅
花
か
ら
つ
く
る
紅
は
次

第
に
低
迷
し
ま
す
。し
か
し
、紅
花
で

染
め
た
布
の
美
し
さ
は
時
代
を
越
え

て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、今
で
も
宮

中
や
皇
太
神
殿
の
式
典
で
用
い
ら
れ

る
服
は
山
形
県
の
紅
花
で
染
め
ら
れ

続
け
て
い
ま
す
。

河
北
町
と
紅
花
の
あ
ゆ
み

　

山
形
県
で
は
室
町
時
代
よ
り
紅
花

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。特
に

河
北
町
は
江
戸
時
代
の
頃
、最
上
川
舟

運
の
紅
花
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
町

で
す
。特
産
の｢

最
上
紅
花｣

の
花
び
ら

を
紅
餅
に
加
工
し
京
都
へ
送
り
、京
都

の
紅
屋
で
は
真
っ
赤
な
紅
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。紅
は
口
紅
や
染
料
と
し
て
重

宝
し
、そ
の
艶
や
か
な
紅
色
は
女
性
の

憧
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
、海
外
か
ら
の
化
学
染
料

に
お
さ
れ
紅
花
か
ら
つ
く
る
紅
は
次

第
に
低
迷
し
ま
す
。し
か
し
、紅
花
で

染
め
た
布
の
美
し
さ
は
時
代
を
越
え

て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、今
で
も
宮

中
や
皇
太
神
殿
の
式
典
で
用
い
ら
れ

る
服
は
山
形
県
の
紅
花
で
染
め
ら
れ

続
け
て
い
ま
す
。

客
室
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。河
北
町

内
で
最
も
古
い
蔵
の
ひ
と
つ
で
す
。

『
御
朱
印
蔵
』3　

唐
破
風
向
拝
付
入
母

屋
造
の
土
蔵
で
、当
時
の
名
匠
の
技
術
が

贅
沢
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
御
朱
印
蔵
と

な
っ
て
い
ま
す（
棟
梁
：
松
田
仁
作
、設

計
・
正
面
の
彫
刻
：
細
谷
藤
吉
、木
鼻
の
獅

子
：
高
山
文
五
郎
）。

　

近
郷
の
吉
川
村
の
新
山
神
社
か
ら
譲

り
受
け
た
御
朱
印
状
を
収
め
る
た
め
、6

代
目
堀
米
四
郎
兵
衛
則
勝
に
よ
っ
て

1
8
6
3
年（
文
久
3
年
）に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

『
紅
の
館
』4　

鮮
や
か
に
染
め
上
げ
ら

れ
た
紅
染
衣
装「
紅
綸
子
地
霞
に
し
だ
れ

竹
文
絞
繍
振
袖
」や「
紅
綸
子
地
扇
面
に

花
模
様
絞
り
繍
振
袖
」「
享
保
雛
」や「
古

今
雛
」な
ど
紅
花
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。紅
花
を
出
荷
す

る
ジ
オ
ラ
マ
や
紅
染
め
の
手
法
の
紹
介

も
必
見
で
す
。

『
工
房
く
れ
な
い
』5

紅
花
染
め
体
験
が
で
き
ま
す
。

『
物
産
館
』　

紅
花
に
ま
つ
わ
る
商
品（
染

物
、紅
ち
ょ
こ
等
）や
河
北
町
内
の
特
産

名
産
品
の
お
土
産
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

大名膳
明朝螺鈿高台

（伊達藩白石城主拝領品）

紅花取引大福帳

青銅水盤
（伊達藩白石城主拝領品）

べにりん  ず　じ かすみ　　　　　　　たけもんしぼりぬいふりそで

紅綸子地霞にしだれ竹文絞繡振袖

11

22

33

44

55
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林
家
舞
楽
は
谷
地
八
幡
宮
の
神
職 

林
家
に
守
り
継
が
れ
て
い
る
舞
楽
で

す
。
門
外
不
出
、
一
子
相
伝
の
決
ま
り

の
も
と
、
千
百
余
年
に
渡
っ
て
伝
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
紅
花
染
め
の
艶
や
か

な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
舞
う
姿
は
勇
ま

し
く
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

林
家
舞
楽

　

舞
楽
は
遣
唐
使
の
廃
止（
８
９
４
年
）

ま
で
に
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
日
本
へ

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。林
家
舞
楽
の
起
源

は
８
６
０
年
頃
で
あ
り
、舞
楽
が
日
本
に

伝
来
し
て
か
ら
あ
ま
り
年
月
が
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
情
景
を
現
在
に
残
し
て
い
る
も
の
と

し
て
１
９
８
１
年
に
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

宮
中
舞
楽
、四
天
王
寺
舞
楽
、南
都
楽
所

舞
楽
に
並
ぶ
日
本
四
大
舞
楽
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
、文
化
庁
が
認
定
す
る
日

本
遺
産「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」の

構
成
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

林
家
舞
楽
の
歴
史

　

谷
地
八
幡
宮
の
神
職 

林
家
に
よ
っ
て

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
林
家
舞
楽
、

そ
の
起
源
は
山
寺
立
石
寺
に
あ
り
ま
す
。

羽
州
山
寺
立
石
寺
が
開
山
さ
れ
た
の
は

８
６
０
年
、平
安
時
代
の
頃
に
僧
侶
の
円

仁
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
ま
し
た
。同
じ

頃
、四
天
王
寺（
大
阪
市
）の
楽
人（
＝
雅

楽
を
演
奏
す
る
人
の
こ
と
）で
あ
る
林
越

前
守
政
照
は
円
仁
と
共
に
東
北
地
方
へ

行
き
、四
天
王
寺
の
舞
楽
を
山
寺
に
伝
え

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、山
寺
で
は
例
年
舞
楽
に
よ
る

奉
仕
が
林
政
照
の
子
孫
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。子
孫
た
ち
が

舞
楽
を
守
り
継
ぎ
な
が
ら
、室
町
時
代
に

な
る
と
慈
恩
寺（
現
在
の
寒
河
江
市
）へ
、

江
戸
時
代
初
期
に
谷
地
に
移
り
住
み
、林

家
は
谷
地
八
幡
宮
の
神
職
に
な
り
ま
し

た
。

　

林
家
の
代
々
が
住
ま
い
を
持
ち
舞
楽

を
行
っ
た
山
寺
立
石
寺
、慈
恩
寺
、そ
し

て
、谷
地
八
幡
宮
で
は
現
在
で
も
毎
年
林

家
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。山
寺
立
石
寺

で
は
臨
時
法
会
、慈
恩
寺
で
は
５
月
５
日

の
一
切
経
会
、谷
地
八
幡
宮
で
は
９
月
の

秋
の
例
大
祭
で
す
。

　

林
家
に
残
さ
れ
た「
舞
楽
図
譜
」に
よ

る
と
舞
楽
の
演
目
は
二
十
九
番
。し
か

し
、現
在
で
は
十
一
番
ま
で
し
か
伝
承
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、楽
器
の
数
に
関

し
て
も
昔
は
三
管
三
鼓
で
し
た
が
、現
在

は
一
管
三
鼓（
り
ゅ
う
て
き

竜
笛
・た
い
こ

太
鼓
・か
っ
こ

鞨
鼓
・し
ょ
う
こ

鉦
鼓
）

で
す
。鞨
鼓
は
左
右
の
面
を
打
つ
両
面
太

鼓
で
、鉦
鼓
は
青
銅
製
の
皿
の
よ
う
な
も

の
を
つ
る
し
て
叩
く
楽
器
で
す
。

　

時
代
を
経
な
が
ら
演
目
や
楽
器
の
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、舞
楽
の
荘
厳
さ

や
勇
ま
し
さ
は
昔
も
現
在
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
林
家
舞
楽
は
林

家
の
子
孫
に
よ
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、遥
か
昔
の
芸
能
を
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

りょうおう

陵王

げんじょうらく

還城楽

さんだい

三台

 な　そ　り 

納曽利

 あ　ま 

安摩

さんじゅ

散手

がくじん

楽人

え ん ぶ

燕歩
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谷
地
奴
は
御
神
輿
を
先
導
す
る
露
払

い
の
役
割
を
務
め
ま
す
。そ
の
姿
は
前
結

び
の
鉢
巻
き
、紺
色
の
半
纏
、赤
股
引
き
、

白
前
掛
け
、脇
差
を
帯
刀
し
て
い
ま
す
。

　

谷
地
奴
に
選
ば
れ
る
男
性
は
一
世
一

代
谷
地
男
の
名
誉
と
さ
れ
る
ほ
ど
誇
り

高
き
役
目
で
す
。挟
箱
２
人
、立
傘
１
人
、

台
傘
１
人
、大
鳥
毛
１
人
、黒
熊
毛
２
人
、

白
熊
毛
２
人
、以
上
に
付
き
人
が
１
人
ず

つ
、先
払
い
、わ
ら
じ
持
ち
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。

　

長
く
延
ば
す
掛
け
声
や
独
自
の
振
り

歌
が
特
徴
的
で
、振
り
始
め
と
振
り
終
わ

り
の「
立
て
」と
呼
ば
れ
る
所
作
が
見
物

で
す
。

紅
花
交
易
の
栄
華
の
末
に

生
ま
れ
た
当
番
制

　

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
は
町
を
３

つ
に
分
け
た
３
地
区
が
１
年
交
代

で
お
祭
り
の
一
切
を
仕
切
る
当
番

制
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
伝

統
は
お
祭
り
が
始
ま
っ
た
江
戸
初

期
か
ら
厳
し
く
受
け
継
が
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

３
地
区
が
当
番
制
で
お
祭
り
を

仕
切
る
理
由
、そ
れ
は
紅
花
と
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
、紅
花
交
易
が

栄
え
人
々
が
豊
か
に
生
活
し
て
い

た
頃
の
こ
と
で
す
。ど
ん
ど
ん
財

を
成
し
勢
力
が
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
恐
れ
た
幕
府
は
谷
地
地
区
を

３
つ
の
領
に
三
分
割
し
て
統
治
す

る
と
い
う
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

そ
の
分
割
を
逆
手
に
と
っ
て
当
番

制
を
確
立
さ
せ
た
の
で
す
。お
祭

り
の
中
で
行
わ
れ
る

や
ち
や
っ
こ

谷
地
奴・
囃

子
屋
台
巡
演
は
当
番
の
地
区
の
み

に
許
さ
れ
た
行
事
で
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
が
独
自
の
囃
子
を
鳴
ら

し
ま
す
。当
然
、地
区
同
士
の
競
争

心
が
高
ま
り
、巡
演
は
よ
り
気
合

が
入
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
祭
り

が
盛
り
上
が
る
の
で
す
。そ
の
気

合
の
入
れ
方
は
す
さ
ま
じ
く
、昔

は
お
祭
り
の
一
週
間
前
か
ら
は
仕

事
を
休
ん
で
準
備
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り

　

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
は
谷
地
八
幡
宮

の
例
大
祭
で
、毎
年
９
月
の
敬
老
の
日
を

含
む
土
・
日
・
月
曜
日
の
３
日
間
行
わ
れ

ま
す
。約
４
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
初
期

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
の
あ
る
お
祭

り
で
す
。

　

３
日
間
の
お
祭
り
で
は
、舞
楽
奉
奏

（
林
家
舞
楽
）や
や
ち
や
っ
こ

谷
地
奴
・
囃
子
屋
台
巡

演
、御
神
輿
渡
御
・
御
神
輿
還
御
、提
灯
屋

台
の
展
示
な
ど
日
中
か
ら
夜
ま
で
様
々

な
行
事
が
賑
や
か
に
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り

　

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
は
谷
地
八
幡
宮

の
例
大
祭
で
、毎
年
９
月
の
敬
老
の
日
を

含
む
土
・
日
・
月
曜
日
の
３
日
間
行
わ
れ

ま
す
。約
４
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
初
期

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
の
あ
る
お
祭

り
で
す
。

　

３
日
間
の
お
祭
り
で
は
、舞
楽
奉
奏

（
林
家
舞
楽
）や

や
ち
や
っ
こ

谷
地
奴
・
囃
子
屋
台
巡

演
、御
神
輿
渡
御
・
御
神
輿
還
御
、提
灯
屋

台
の
展
示
な
ど
日
中
か
ら
夜
ま
で
様
々

な
行
事
が
賑
や
か
に
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

大鳥毛
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４
月
４

上
旬

谷
地
ひひ
な
ま
な
ま
つ
り
つ
り（
ひ
（
ひ
な
市
な
市
通
り
通
り
））1

中
旬

溝
延
さ
く
ら
ま
つ
り
2

下
旬

岩
木
観
音
ま
つ
り

５
月月
上
旬
上
旬

谷谷
地
春
地
春
ま
つ
ま
つ
り（（
皇
太
皇
太
神
社
神
社
例
祭
例
祭
））

上
旬

押
切
田
植
踊
り（
押
切
稲
荷
神
社
例
祭
）3

上
旬

両
所
田
植
踊
り（
両
所
神
社
例
祭
）4

６
月
６
月
上
旬
上
旬

四四
国
八
国
八
十
八
十
八
ヶ
所
ヶ
所
沢
畑
沢
畑
霊
場
霊
場
例
祭
例
祭

７
月
７
月
上
旬
上
旬

べべ
に
花
に
花花
ま
つ
ま
つ
ま
つ
り（り（り（
紅
花
紅
花
紅
花
資
料
資
料
資
料
館
ほ
館
ほ
館
ほ
か
）
か
）
か
）

上
旬
上
旬

べべ
に
花
に
花
マ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
ソ
ン
大
会
大
会
5

中
旬

き
ゅ
う
り
天
王
祭

８
月
８
月
８
月
上
旬
上
旬
上
旬

一一一
夜
限
夜
限
夜
限
り
の
り
の
り
の
か
ほ
か
ほ
か
ほ
く
う
く
う
く
う
ま
い
ま
い
ま
い
も
の
も
の
も
の
横
丁
横
丁
横
丁
・・

よよ
る
の
る
の
ど
う
ど
う
ど

ぶ
つ
ぶ
つ
ぶ

え
ん
え
んん
66

上
旬

一
夜
千
日
観
音
ま
つ
り（
大
町
観
音
堂
）

下
旬

溝
延
八
幡
神
社
祭
典

下
旬

沢
畑
風
祭
り
太
鼓（
沢
畑
月
山
神
社
例
祭
）

９
月
９
月月
上
旬
上
旬
上
旬

べべべ
に
花
に
花
に
花
の
里
の
里
の
里
俳
句
俳
句
俳
句
大
会
大
会
大
会

中
旬
中
旬

谷谷
地
ど
地
どど
ん
が
ん
がが
ま
つ
ま
つ
り（り（（
八
幡
八
幡
宮
例
宮
例
大
祭
大
祭
）））77

下
旬

岩
木
豊
年
太
鼓（
岩
木
熊
野
神
社
）

100
月
中
旬

か
ほ
くく
ほ
く
ほ
く
ほ

ほ
く
ほ
く
ほ

ま
つ
ま
つ
ま
つ
りりり
88

111
月
上
月
上
月
上
旬旬旬

町町町
総
合
総
合
総
合
文
化
文
化
文
化
祭祭祭

1122
月
上
月
上
旬旬

晦晦
日
市
日
市（
谷
（
谷
地
八
地
八
幡
宮
幡
宮
））

月
１
月
中
旬
中
旬

初初
市市

中
旬
中
旬

町町
成
人
成
人
式式

11

22

33

44

55

66

77

88

出かけよう！ 巡ってみよう！　 町を彩る かほくの四季
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N

河北町児童動物園
県内唯一の児童動物園。動物達と楽しく
ふれあえる「ふれあい体験」が大人気で
す。新しい仲間も続々と増えています。
年中無休、入園無料です。

どんがホール
普段は憩いの場、祭りやイベントの
ときはテラスやコリドーとの一体的
な活用で賑わいます。

河北町民プール
健康づくりに特化した屋内プールが
目玉。（写真は屋内温水25mプール）

ひなの宿
農業体験や観光、ビジネスの拠点としてご利用でき
ます。ひなの湯も利用でき、低料金で宿泊できます。

べに花温泉 ひなの湯
泉質の良さが評判のひなの湯。入浴効果も高く、
とくに神経痛やリウマチなどに効能があります。

交流館遊蔵（ゆっくら）
1号倉庫は軽スポーツなどを楽しめ
る屋内運動場、2号倉庫は郷土資料
館となる、交流の場です。

谷地八幡宮
寛治5年創建と伝わる大社で、国の重
要無形民俗文化財「林家舞楽」（谷地
の舞楽）を伝承。

白鳥十郎墓碑
戦国末期、このあたりを治めていた
谷地城主白鳥十郎長久公の墓碑。東
林寺にあります。

サハトべに花
ドーム型の全天周劇場を備えた多
目的交流施設。図書館やホール、交
流室もあります。

道の駅河北（ぶらっとぴあ）
最上川をのぞみ、本町の東の玄関口
となる道の駅。谷地八幡宮の火の見
櫓を模しています。

河北町民ゴルフ場
最上川河川敷にあるゴルフ場。低料
金で気軽にプレーできるところが
人気です。

引竜交流広場
緑豊かな自然を満喫しながら、バー
ベキューやいも煮会などをお楽しみ
いただけます。

溝延の大けやき
高さ30m、根周り11mの堂々たる巨
木。樹齢約750年で、県指定天然記念
物。

蟠龍の松
龍があたかも天を目指していくかに
見える松の古木。樹齢約500年で、県
指定天然記念物。

河北中央公園
（いもこ列車）

子供たちに人気のいもこ列車。
（昔、谷地～神町間を走っていました。）

サン・スポーツランド河北
（楽天イーグルスべに花スタジアム河北）
野球場とテニスコートを備えた本格
的なスポーツ施設。

岩木観音
最上三十三観音霊場第十八番の札所
で、春～初秋は県内外から巡礼に訪
れる人で賑います。

000

000

見るところ
遊ぶところ

国道

県道

信号機

桜堤

主な紅花修景地

（ひなまつり）

岩木

村山市

新吉田

吉田

谷地

西里

溝延

寒河江市

田井

眺望の丘

引竜交流広場

岩
木
観
音

北
谷
地
郵
便
局

北谷地構造
改善センター

東
部
地
区

農
業
体
験
交
流
施
設北

谷
地
小

みやま荘

出羽の国
四国八十八所
沢畑霊場

ふるさとの森

田
井
川
向
地
区

農
業
体
験
交
流
施
設

347
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「冷たい肉そば」
河北町の肉そばは、コシ
のある田舎そばに鶏出汁
ベースの甘じょっぱいタ
レ、親鳥のチャーシュー
の冷たいおそばです。冷
たいと言ってもキンキン
に冷えた物ではなく、常
温～ぬるめ。河北町民の
ソウルフードです。

「地酒」
村山平野のおいしいお
米と寒河江川の伏流水
からつくる日本酒です。
受け継がれた確かな技
術を持った杜氏によって
丁寧に仕込まれたお酒
は地元の人々から古く
から愛されています。

「お米」
お米のおいしさは、おい
しい水で育てられた証で
す。河北町のお米は、月
山の雪解け水が注ぎ込
む寒河江川の水で育った
自慢の品。はえぬき、つや
姫、雪若丸など品種も豊
富です。

「スリッパ」
農閑期に行われてい
た稲ワラでの草履生
産がスリッパへと移り
変わり、今では全国一
の生産量となりまし
た。履き心地はもちろ
ん、有名デザイナーを
起用しデザイン性に
も力を入れています。

「紅花染め」
花びらのオレンジ色だけ
でなく、ピンクや深紅な
ど様々な美しい色が揃っ
ています。どの色も気品
があり、持つ人の上品さ
を引き立ててくれます。

「ソースカツ丼」
河北町のソースカツ丼は卵でとじず、
揚げたてサクサクのままご飯にのせま
す。そこに独特の甘じょっぱいソース
が決め手。たれのついたご飯までもが
おいしい、食欲を刺激する一品です。

「イタリア野菜」
｢国産のイタリア野菜を
使いたい｣そんなシェフ
のひと言から始まった
取り組みです。きっかけ
はさておき、河北町の
寒さがイタリア野菜の
生育環境と合致し、県
内外の飲食店に販売を
行っています。

「さくらんぼ」
山形県と言えば、さくらんぼ。
河北町のさくらんぼは、全国
の町村の中で日本一の生産
量です。旬を迎える6月中旬
は市場も観光農園も活気に
あふれます。是非、さくらんぼ
狩りにいらしてください。

「秘伝豆」
大粒でボリュームがあり、味が
濃いことが特徴の秘伝豆。や
みつきの美味しさです。旬は9
月下旬～10月上旬。えだまめ
としても絶品ですが、秘伝豆を
使った豆腐もおすすめです。

河北町
名産品
特産品
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